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井原市教育委員会３月定例会会議録【公開用】 

 

 

１．招   集 令和８年３月１０日(火) 

２．開   会 令和８年３月２６日(木)１４時５２分 

３．閉   会 令和８年３月２６日(木)１７時０５分 

４．会議の場所 井原市役所４０３会議室 

５．出席又は欠席した委員 

      出席委員  教  育  長  森 川 孝 一 

教育長職務代理  藤 井 秀 彦 

            委     員  奥 田 隆 夫 

            委     員  西 田 友 美 

            委     員  服 部 教 弘 

      欠席委員  なし 

６．会議に出席した職員 

 西村教育次長 高田参与 岡崎教育総務課長 米本学校教育課長  

田中生涯学習課長 青木平櫛田中美術館課長 傍田学校給食センター所長 

唐木教育総務課長補佐 

７．教育長が告示した議題 

附議事項 

【報 告】 

報告第１号 令和７年度井原市一般会計補正予算について 

報告第２号 令和８年度井原市一般会計予算（教育費関係）について 

【議 案】 

議案第３号 令和８年度教育行政重点施策について 

議案第４号 井原市立学校の教育職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画に 

ついて 

議案第５号 井原市立県主幼稚園の休園について 

議案第６号 井原市公民館長の任命について 

議案第７号 井原市スポーツ推進委員の委嘱について 

議案第８号 井原市立平櫛田中美術館運営委員会委員の委嘱について 

議案第９号 令和７年度末井原市教職員人事異動の内申について 

８．傍聴者 なし 

９．議 事 

（１）開  会 
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・森川教育長が開会を宣言 

皆様お揃いですので３月定例会を開会いたします。 

～時候のあいさつ～ 

 

（２）前回会議録の承認・公開について 

【森川教育長】前回会議録の承認、公開について事務局から説明をお願いします。 

【唐木教育総務課長補佐】前回１月定例会の会議録につきましては、既にご確認をいただ

いております。本会議終了後にご署名をいただきますので、よろしくお願いします。 

【森川教育長】事務局から報告のあったとおり承認することとしてよろしいか。 

― 全会一致で承認 ― 

【森川教育長】では、そのようにお願いします。 

 

（３）教育長の報告事項 

【森川教育長】次に、報告事項に移ります。私の方で資料を用意いたしております。 

―教育長だより「井原“志”民 第 104号、第 106号～第 108号」を説明。― 

 

（４）議  事 

附議事項 

【報 告】 

□報告第１号 令和７年度井原市一般会計補正予算について 

【森川教育長】次に、報告第１号令和７年度井原市一般会計補正予算についてを議題としま

す。事務局より説明をお願いします。 

【唐木教育総務課長補佐】それでは、報告第１号の説明を申し上げます。 

― 議案読み上げ ― 

【森川教育長】ご意見、ご質問はありませんか。 

【藤井職務代理】国の交付金が遅れて、このタイミングで出るということですか。 

【岡崎教育総務課長】国の補正予算が秋に編成され、事業の募集があり、今年度実施した建

築基準法第１２条点検結果で改修の優先順位の高い学校の工事について補助申請を行っ

たところ、２月に内定を受けることができたので、２月議会で補正予算として計上した

ものです。 

【森川教育長】ほかにないようですので、報告第１号については、ご承認いただけますでし

ょうか。 

― 全会一致で承認 ― 

【森川教育長】それでは、報告第１号は承認することといたします。 
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□報告第２号 令和８年度井原市一般会計予算（教育費関係）について 

【森川教育長】次に、報告第２号令和８年度井原市一般会計予算（教育費関係）についてを

議題とします。事務局より説明をお願いします。 

【唐木教育総務課長補佐】それでは、報告第２号の説明を申し上げます。 

― 議案読み上げ ― 

～ 各課長から新年度の主要事業について説明 ～ 

【森川教育長】ただいま、予算の概要と主な事業について説明がありましたが、ご意見、ご

質問はありませんか。 

【奥田委員】学校運営協議会の委員の報酬を会議の回数が増えている背景があることから、

今回見直しをされたという説明がありましたが、各地区の会議の回数というのはどのく

らい実施されているのでしょうか。 

【米本学校教育課長】学校によってばらつきはありますが、委員全員が集まる会議としまし

ては、令和７年度開催実績平均で５回となっております。部会などで一部の委員が集ま

るというものは含まれていません。学校運営協議会の立ち上げが早かったところが回数

が多い傾向にあります。 

【奥田委員】平均で５回。多いところではどのくらいですか。 

【米本学校教育課長】多いところでは、１０回程度されているところもあります。 

【西田委員】９ページの「個別最適学習事業」のＡＩドリルですが、ＡＩが問題を考えて、

児童生徒にあった課題を出してくれるというものですか。 

【米本学校教育課長】現在導入しているものは、全員に同じ問題を出す仕様のものでしたが、

使用期間が今年度末で終了となります。このたび新たに導入するものは、最初の課題に

対して、正解の児童には少し難しい課題を、不正解の児童には少し簡単な課題を、個々

の学力に応じてＡＩが考えて、次の課題を出題してくれます。 

【西田委員】子どもたちの学習能力をＡＩが学習して出題してくれるということですね。 

【服部委員】井原市では今まで導入していなかったのですか。また近隣の市町では導入して

いるのでしょうか。 

【米本学校教育課長】井原市では導入していませんでした。近隣では既に導入されている市

町はあります。 

【服部委員】４ページですが、小学校費及び中学校費の教育振興費の予算が大きく減ってい

ますが、何が要因でしょうか。 

【岡崎教育総務課長】令和７年度は児童生徒が使用する端末の更新があったことが大きな要

因になります。令和８年度は指導者用の更新に係る予算を計上しております。 

【服部委員】同じページで、体育施設費の予算も大きく減少していますが、井原体育館の空

調整備の工事によるものと説明がありましたが、事業費はいくらでしたでしょうか。 

【高田参与】予算額で、空調整備とトイレ改修など併せて５億２千万円程度ですが、高圧受
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変電設備の更新が１億円程度予定しておりますので、４億円程度の減少となっておりま

す。 

【西田委員】１１ページの「部活動地域展開支援補助事業」ですが、「井原地域クラブ」を４

月に設立ということですが、具体的にはどのような形を考えられているのでしょうか。 

【高田参与】国が認定基準を示しておりますので、その認定基準をクリアする団体を認定ク

ラブという形で登録を行い、登録を受けた団体に対して、活動費の補助や旅費の支援な

どを行っていくように考えています。今のところ１２団体が登録申し込みをされておら

れますが、もう少し増えるかなと思っています。これから認定作業や４月に発足式を開

催するよう考えておりますので、その準備を進めているところです。 

【西田委員】その１２団体というのは、市内の既存クラブなのでしょうか。 

【高田参与】既存のクラブチームや少年団になります。 

【西田委員】種目数はどうですか。 

【高田参与】野球・バレーボール・バスケットボール・柔道・剣道・陸上など種目も多く、

子どもたちの選択肢は広がると思っています。 

【奥田委員】１３ページの「小学校給食費無償化」ですが、月額５，２００円は国等から支

援があるということですが、現在の小学校の給食費はいくらですか。 

【傍田学校給食センター所長】１食あたり３４０円になります。１か月あたりに換算すると

６，１２０円になります。超える部分については、市が負担することで無償化を実施す

る計画としています。 

【奥田委員】中学校はいくらですか。 

【傍田学校給食センター所長】中学校は１食あたり３９０円になります。１か月あたり 

７，０２０円になります。 

【奥田委員】来年度は小学校だけということですが、中学校についてはどのようにお考えで

すか。 

【傍田学校給食センター所長】中学校については、段階的に実施していくよう国は検討され

ていますが、支援額など具体的なものはまだ示されていません。 

【服部委員】８ページの「学校ＩＣＴサポート体制整備事業（ＩＣＴ支援員）」ですが、財源

が一般財源となっていますが、国や県の補助金はないのでしょうか。 

【米本学校教育課長】昔は補助があったのですが、２・３年前に補助が無くなったため、一

般財源での対応としています。 

【藤井職務代理】５ページの「いばらＬＩＦＥスタート応援メニュー」の中の「奨学資金貸

付金の返還免除」と「奨学金返還支援補助金」の違いについての説明をお願いします。

また、井原市の奨学資金を貸し付けしている人数はどのくらいおられるのでしょうか。 

【岡崎教育総務課長】「奨学資金貸付金の返還免除」ですが、これは井原市が奨学資金を貸し

付ける事業で、「奨学金返還支援補助金」は日本学生支援機構の第一種奨学金を借りられ
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て、井原市に定住するなどの条件を満たした方に対して、返還の補助を行う事業になり

ます。令和８年度の奨学資金の貸付人数は２５人（令和８年度新規申込者を除く。）を予

定しています。 

【藤井職務代理】全員大学生ですか。 

【岡崎教育総務課長】そのとおりです。 

【藤井職務代理】１１ページの「井原高校南校地跡地借用」と１３ページの「図書館整備基

本構想策定事業」ですが、南校地跡地に図書館をという話もあったと記憶していますが、

関係性はあるのでしょうか。 

【高田参与】まず「井原高校南校地跡地借用」については、新体操や市立高校の体育や部活

動が継続して出来るように体育館、武道場やグラウンドを岡山県から借用するものにな

ります。跡地全体の活用については、図書館の整備も含めて今後検討していくことにな

ります。 

【田中生涯学習課長（図書館長）】図書館整備基本構想策定事業については、建替・南校地へ

の移転なども含めて、井原市立図書館の今後のあり方、整備の方向性などの基本構想を

策定するものです。 

【西田委員】検討委員会の立ち上げという話がありましたが、メンバーなどはもう決まって

いるのですか。 

【田中生涯学習課長（図書館長）】事務局として、策定スケジュールや検討委員の構成などに

ついては、現在案を作成しております。検討委員は、学識経験者、学校長や図書館協議

会の委員、公募委員などを事務局としては考えております。 

【奥田委員】色々な人に入っていただいて多角的な意見を反映できるようにしてもらいたい。 

【西田委員】お母さん世代というか、図書館を利用される世代の方も入れてもらいたいと思

います。 

【森川教育長】他にないようですので、報告第２号については、ご承認いただけますでしょ

うか。 

― 全会一致で承認 ― 

【森川教育長】それでは、報告第２号は承認することといたします。 

 

【議 案】 

□議案第３号 令和８年度教育行政重点施策について 

【森川教育長】次に、議案第３号令和８年度教育行政重点施策についてを議題とします。事

務局より説明をお願いします。 

【西村教育次長】それでは、議案第３号の説明を申し上げます。 

― 議案読み上げ ― 

【森川教育長】前回定例会で案をお示しし、一部修正等を致しました。ただいまの事務局の
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説明に対するご質問はありますでしょうか。 

【西田委員】最後のページの児童生徒数ですが、青野小の児童数が少し違うように思うです

が、また修正をされるということでしょうか。 

【岡崎教育総務課長】あくまで見込数になります。重点施策については見込数で作成させて

いただき、新年度になりましたら確定しますので、改めて修正版を配布させていただき

ます。 

【奥田委員】確定するのは、始業式あたりですか。 

【米本学校教育課長】１年生は入学式、２年生以上は始業式になります。 

【西田委員】幼稚園の申し込みは終わっているので確定になりますか。 

【米本学校教育課長】保育園の入園審査で入れない方が何人かいらっしゃいますので、人数

はまだ変わる可能性があります。 

【西田委員】あと１年で閉園する幼稚園にも入ってくれていることはありがたいことですね。 

【森川教育長】ほかにないようですのでお諮りします。議案第３号については、原案どおり

可決してよろしいでしょうか。 

― 全会一致で承認 ― 

【森川教育長】ご異議ないようですので、議案第３号は原案どおり可決しました。 

 

□議案第４号 井原市立学校の教育職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画に 

ついて 

【森川教育長】次に、議案第４号井原市立学校の教育職員に関する業務量管理・健康確保措

置実施計画についてを議題とします。事務局より説明をお願いします。 

【米本学校教育課長】それでは、議案第４号の説明を申し上げます。 

― 議案読み上げ ― 

【森川教育長】ただいまの事務局の説明に対するご質問はありますでしょうか。 

【奥田委員】４ページの予備時数をあまり設定しないようにという話ですが、現在、市内の

学校で多い学校はどのくらいの時数を取られているのでしょうか。 

【米本学校教育課長】教育課程の編成表を出してもらう中で、授業時数も出てきますが、多

い学校には、修正を依頼しています。また提出を依頼する時点で、予備時数３０時間か

ら４０時間、多くても５０時間を超えないように依頼しています。一応、全ての学校が

その中には収まっています。 

【奥田委員】予備時数３０から４０時間で問題なく学校運営や時間割の編成などできますか。 

【米本学校教育課長】働き方改革にもつながっていきますので、各校で工夫していただいて

実施していただく必要はあると考えます。特に、小学校６年生及び中学校３年生の教育

課程の編成が厳しいという意見もあり、長期休業期間中に登校日を設けるなどの工夫を

されて対応する学校もあります。それ以外の学年については、予備時数３０から４０時
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間で十分対応できると考えています。 

【奥田委員】学習指導要領で決められている授業時数をクリアしつつ、予備時数を減らして

いく。それを働き方改革に繋げていくということですね。なかなかその両方を実現して

いくというのは難しいですね。 

【服部委員】この案は、事務局独自で作成されたのですか。それとも県教育委員会が作成案

を示されたのでしょうか。 

【米本学校教育課長】県教育委員会が案を示しており、それに準拠した内容で作成していま

す。国（文科省）が計画策定するよう求めており、令和８年度から全県的に取り組むこ

とになっています。 

【森川教育長】法律が施行されたことによるものになります。 

【奥田委員】２ページに令和６年度の時間外在校等時間の実績が記載されていますが、県全

体の平均と比べて、井原市はどうなのでしょうか。 

【米本学校教育課長】県の平均時間よりも時間外在校等時間は少なくなっています。 

【藤井職務代理】平均時間については、月４５時間をクリアしていますが、小学校で約１５％、

中学校で約３０％の教職員が月４５時間を超えています。どのような教職員の方になる

のですか。 

【米本学校教育課長】中学校は、やはり部活動の影響だと考えています。令和９年度から休

日の部活動を原則実施しない方針としておりますので、令和９年度以降は減少してくる

のではないかと考えています。 

【西田委員】計画期間を令和８年度からの３年間とされていますが、適宜見直しを実施され

ていくようにお考えですか。 

【米本学校教育課長】そのように考えています。 

【奥田委員】計画の最後にも記載されていますが、教職員の働き方改革の取り組みについて、

保護者や地域の方にしっかり理解をしてもらわないといけないですね。今まで学校の先

生がしてくれていたのになどと言われる方もいらっしゃるのではないかと思う。 

【米本学校教育課長】そこが１つの課題であると認識しています。学校任せにするのではな

く、保護者・地域で分担しながら、子どもたちの成長を見守っていくような形にしてい

く必要があると考えます。 

【藤井職務代理】年次有給休暇の取得を５日以上にすると記載されていますが、１年間の年

次有給休暇は２０日ですよね、少ないように思いますが、どうなのでしょうか。 

【米本学校教育課長】２０日で前年の繰越しが最大２０日ありますので、最大で４０日にな

ります。５日以上取得とこの部分だけを見られると、教員は休みが少ないなと思われる

かもしれませんが、夏季及び冬季の長期休業期間には特別休暇もありますので、一般的

に思われているよりかは、休暇はあるのかなと思います。 

【森川教育長】ほかにないようですのでお諮りします。議案第４号については、原案どおり
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可決してよろしいでしょうか。 

― 全会一致で承認 ― 

【森川教育長】ご異議ないようですので、案を削除して議案第４号は原案どおり可決しまし

た。 

 

□議案第５号 井原市立県主幼稚園の休園について 

【森川教育長】次に、議案第５号井原市立県主幼稚園の休園についてを議題とします。事務

局より説明をお願いします。 

【米本学校教育課長】それでは、議案第５号の説明を申し上げます。 

― 議案読み上げ ― 

【森川教育長】ただいまの事務局の説明に対するご質問はありますでしょうか。 

【奥田委員】在園児はいなかったのですか。 

【米本学校教育課長】在園児はおりましたが、２名と少なく保護者の意向を確認したところ、

もう少し園児数が多い近隣の幼稚園への通園を希望されました。 

【西田委員】学区以外の幼稚園へ行くには要件というか、基準があったと思うのですが。 

【米本学校教育課長】要件の中に、特別な事情で教育委員会が認める場合には、学区と違う

幼稚園に通園できることになっています。教育・保育の観点から、園児数も２名と少な

く、また保護者が望まれていることを考慮し、近隣の幼稚園への通園を許可しました。 

【森川教育長】ほかにないようですのでお諮りします。議案第５号については、原案どおり

可決してよろしいでしょうか。 

― 全会一致で承認 ― 

【森川教育長】ご異議ないようですので、議案第５号は原案どおり可決しました。 

 

□議案第６号 井原市公民館長の任命について 

― 教育委員会会議規則第１５条第１項の規定により非公開 ― 

― 全会一致で承認 ― 

 

□議案第７号 井原市スポーツ推進委員の委嘱について 

― 教育委員会会議規則第１５条第１項の規定により非公開 ― 

― 全会一致で承認 ― 

 

□議案第８号 井原市立平櫛田中美術館運営委員会委員の委嘱について 

― 教育委員会会議規則第１５条第１項の規定により非公開 ― 

― 全会一致で承認 ― 
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□議案第９号 令和７年度末井原市教職員人事異動の内申について 

― 教育委員会会議規則第１５条第１項の規定により非公開 ― 

― 全会一致で承認 ― 

 

（５）そ の 他 

【森川教育長】その他として、委員のみなさんから何かありましたらお願いします。 

【西田委員】閉園予定の幼稚園の利用についてですが、青野幼稚園を放課後児童クラブの運

営場所として利用していますが、継続して利用することは可能なのでしょうか。地域の

保護者の方が気にされているのでわかれば教えてください。 

【米本学校教育課長】跡地利用については、これから検討していくことになりますので、現

段階では正式に決まったことはありません。 

【西田委員】関係者の方は不安を抱えたままと過ごすしかないということですか。 

【岡崎教育総務課長】行政として、放課後児童クラブが運営できる場所を確保する必要があ

ります。これから検討していくことになりますので、現段階で継続して利用できますと

お答えは出来ませんが、運営場所が無くなるということは避けないといけないと思って

います。 

【西田委員】現在、小・中学校のあり方検討委員会で適正規模・適正配置について協議をさ

れていると思いますが、放課後児童クラブのあり方も併せて検討しないといけないので

はと思っています。市長部局（子育て支援課）とも連携を取りながら進めていただきた

いと思います。 

【米本学校教育課長】総合的に判断していく必要がありますので、しっかり連携を取りなが

ら進めていきたいと思います。 

【西田委員】あと、閉園となる幼稚園の先生方が、どこの幼稚園が残るというのを新聞で初

めって知ったと言われておられましたが、今回の再編整備計画について、現場の方には

報道発表より前にお知らせすることは出来なかったのかなと思いますが、どうお考えで

すか。 

【米本学校教育課長】組合の方からも方向性が出たら早めに教えてもらいたいと要望もあり

ました。最終決定前の内容を各園に情報提供すると守秘義務も発生し、なかなかその徹

底も難しい面があります。違う情報が独り歩きしてしまう可能性も生じます。行政の事

務処理としては、やはり決定した内容を正確にお知らせしないといけませんし、最速の

タイミングでお知らせはさせていただいたつもりです。 

【西田委員】小・中学校のあり方検討会の協議の中で、地域の声を聞いてほしいという意見

があったと聞いています。地域のことはまず地域で考えてもらいたいという教育委員会

のスタンスも理解はしています。青野地区では、独自で地域の方がどのような考えを持

たれているかアンケート調査を実施しています。委員の方が今回のアンケート結果を踏
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まえて、どのような意見を言われるかはわかりませんが、地域の方に関心を持ってもら

うことは重要だと思います。以前の定例会でも言わせていただきましたが、地域の方が

知らない間に学校が無くなってしまうことは避けてもらいたいし、新聞等の報道で出て

いるから多くの人は知っているだろうで事務を進めず、丁寧な対応・説明を教育委員会

にお願いしたいと切に願っています。 

【米本学校教育課長】わかりました。 

【藤井職務代理】３月２９日１３時から美星公民館で「星の降る街 おんがく会」が開催さ

れます。井原吹奏楽団、美星中学校吹奏楽部のＯＢ・ＯＧの方などが出演されますので、

お時間ある方は、ぜひお越しください。 

【奥田委員】先日の新聞で、教職員不足のことが大きく取り上げられていましたが、新年度

各学校に必要な教職員の人数は確保されているのでしょうか。 

【米本学校教育課長】充足しない学校もあります。特に一番困っているのは、産休等で年度

当初、年度途中から休まれる教職員の代員確保です。目途が立っていないところはあり

ます。 

【奥田委員】代員の確保が出来なければ、校内で誰かが兼務するなどして、業務を回さない

といけなくなり、残業も増えて働き方改革に逆行した形になってしまう。先生の数が充

たされないと、先ほど協議した「教育職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画」

の目標達成にも影響を及ぼすのではないかと思います。人材不足というのは井原市でも

あるということですね。 

【米本学校教育課長】講師の人数が特に少ないと感じています。一昔前であれば、採用試験

に合格できなかった人は講師登録をされていましたが、最近は、違う仕事に就職される

傾向が見受けられます。新規講師の方も極めて少なく、説明会なども開催してはいます

が、平均年齢も高くなっています。 

【西田委員】講師をしながら再挑戦される方もおられますよね。 

【米本学校教育課長】もちろんおられますが、新規講師の方がいないので、抜けた分だけ全

体数が減ってしまう。 

【森川教育長】教職員の人材不足解消のため、国は働き方改革を推進しています。今回協議

いただいた計画もその一つです。時間外労働や保護者対応などきつい仕事とブラックな

イメージを持たれている部分はあると思いますし、あとは給料などの待遇面。民間の方

が初任給も高く、そちらへ流れている。人材不足は民間も同じですから。 

【森川教育長】他にないようですので、事務局の方から何かありますか。 

【米本学校教育課長】２月１０日の総合教育会議で協議いただいた「井原市就学前教育・保

育施設再編整備計画」についてご指摘いただいた点について修正しましたので、その内

容を報告させていただきます。まず、８ページの計画の推進に「魅力ある園づくりの推

進」を追記し、１６ページの資料編に「策定過程」を追加させていただきました。最終
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版を委員の方に配布させていただきますので、ご確認をお願いします。 

【服部委員】地元説明会は、５月、６月実施ということでよかったですか。 

【米本学校教育課長】その予定で計画しています。 

【西田委員】誰でも参加できますか。 

【米本学校教育課長】誰でも参加できます。 

【服部委員】市議会に対して説明はされたのですか。 

【米本学校教育課長】２月市議会定例会（全員協議会）で再編整備計画の内容について説明

させていただきました。その際、地元説明会についての質問もあり、５～６月にかけて

実施するよう計画していることをお答えしています。 

【森川教育長】この件についてはよろしいですか。ほかに事務局からありますか。 

【唐木教育総務課長補佐】議事録につきまして、本日の附議事項のうち、議案第６号から議

案第９号は人事案件であるため、非公開の方向で作成させていただきます。 

なお、公開の可否については次回定例会で承認をいただきたいと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

― 各担当課長から教育委員会令和８年４月行事予定表により行事予定を説明 ― 

― ４月定例会を４月２８日火曜日午後３時から４０３会議室で開催に決定 ― 

（６）閉  会 

【森川教育長】以上を持ちまして、３月定例会を閉会とします。委員のみなさま、本日は大

変ありがとうございました。 


